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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、動学的パネルデータの単位根検定について新しい方法を提案した。その特徴は
２つある。第１は、モデル推定の際に、意図的にモデルの定数項を無視して推定すること。第
２は、有限標本においても、検定統計量が正規分布で近似できるとして検定をすすめることで
ある。有限標本実験の結果、正規近似に基づく検定は有効であり、また定数項を除く方法は検
定の検出力の向上に役立つことが明らかにされた。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this project we propose a new approach for testing a unit root in dynamic panel 
data models. Its special features are twofold: Firstly, we intentionally ignore the 
constant term of the model, when estimating the model. Secondly, we approximate the 
distribution of the test statistic as normal even in finite samples. Our finite sample 
experiments show that the normal approximation works nicely and the suppressed 
constant term method appears quite effective in improving the power of the test. 
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１．研究開始当初の背景 
 非定常な動学的パネルデータにおける単
位根の検定は、最近 10 年における計量経済
学の重要な話題となってきた。しかし、既存
の方法には大標本を前提しなければならな
いという制約や、検定の検出力の不十分であ
る、などの改善の余地が多く残されていた。
それらの問題点についての実用的な改善方
法が必要とされていた。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、上記の背景に対応し、非定常な
動学的パネル・データ・モデルに関する新し
い単位根検定方法の提案を目的とする。従来
の検定方法は、Ｎ(クロスセクション方向のデ
ータ数)とＴ(時系列方向のデータ数）が共に
無限大になるという状況下での漸近理論に
基づいていた。これらの研究において、特に

機関番号：３２６６５ 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2008 ～ 2010   

課題番号：２０５３０１７７ 

研究課題名（和文） パネル単位根検定の計量理論： クロスセクションの次元が有限の場合

                     

研究課題名（英文） Econometric Analysis of the Panel Unit Root:   

Case Where Cross Section Dimension is Finite 

研究代表者  

山本 拓 （YAMAMOTO TAKU） 

日本大学・経済学部・教授 

 研究者番号：５０１０４７１６ 



Ｎが無限大になることが、検定統計量が標準
的分布に従うための基本的要件であった。 

本研究では、Ｎが有限である場合において
も、Ｔがある程度大きければ（例えばT≧25）、
検定統計量が標準分布で近似できるという
発送に基づいた検定方法を提案する。なおＮ
が有限であるという状況は、マクロのパネ
ル・データではよく起ることであり、提案さ
れる方法の有用性は高い。 
 
３．研究の方法 
(1) 第１には、時系列モデルに関して
Toda=Yamamoto(Journal of Econometrics, 
1995)により開発されたラグ変数追加法 
(lag augmented (LA) method)法をパネルモ
デルに適用することを考える。 
(2) 第２には、意図的に定数項を除いてモ
デルを推定する方法を試みる。 
(3) さらに、有限標本においても検定統計
量の分布を正規分布で近似する方法を試み
る。 
(4) そして上記の改善方法についての漸近
特性を明らかにすると共に、その小標本特性
を調べ、既存の方法との比較を行う。 
 
４．研究成果 
(1)  平成 20 年度ならびに 21 年度の研究に
おいて、上の方法(1)で述べた、ラグ変数を
追加する方法を種々試みた。しかし実験の結
果、この方法は検出力が低くその改善は困難
であることが分かった。具体的には、これま
でこの分野の標準的方法と見なされている
Im, Pesaran and Shin (Journal of 
Econometrics、2003。以下、IPS）と比較し
て検定の検出力が明白に劣っており、採用で
きないことが明らかとなった。 
(2) そこで平成 22 年度は、方法(2)で述べ
た方法を試みた。すなわち意図的にモデルに
おける定数項を除いて検定統計量を構築す
る方法を考えた。これは、推定するパラメー
ター数を減らすことで、推定の効率性を上げ
て、検出力を上げようする試みである。この
方法は帰無仮説の下では問題がないが、対立
仮説の下では定式化の誤りを含むモデルと
なる。しかしながら、ある条件のもとでは、
検定の一致性が成立すること示された。 
(3) さらに方法(3)で述べた改善を行った。
既存の方法では、検定のために独自のバイア
ス修正のための数表が必要となるが、Abadir 
(Econometric Theory, 1995)に従い IPS タイ
プの検定統計量についての近似的分布を考
え、正規分布に基づいて検定することを考え
た。各式の単位根検定に関する小標本実験に
より、正規近似は十分に正当化されることが
明らかになった。 
(4) パネル単位根検定の小標本実験により、
上記(2)(3)の改善により、パネル単位根の検

定について効果があることが示された。すな
わち、対立仮説の時の根が真の値が単位根の
近傍にある時（例えば、0.9）には、この方
法は IPSより高い検出力を持つことが示され
た。 
また有限標本においても検定が正規分布

に基づいて行われることが実験的に正当化
されており、実証分析での有用性は高いと思
われる。 
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